
二
月
一
八

日
一
三
時
よ

り
『
安
全
問

題
』に
つ
い
て
の

合
同
会
議
が

支
部
代
表
・

職
協
代
表
が

集
ま
り
開
催

し
ま
し
た
。
各

支
部
か
ら
二

〇
名
の
出
席

で
し
た
。

は
じ
め
に
守

橋
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
。
そ

の
後
、
全
体

討
論
に
移
り

ま
し
た
。

★
『
規
制
緩
和
』
〜
労
働
組
合
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
。
職
場
の
安
全
摘
発
行
動
を
し

て
い
た
が
、
具
体
的
に
出
し
て
こ
な
か
っ

た
。
風
対
策
に
つ
い
て
要
求
を
以
前
し
て

い
た
が
継
続
さ
れ
て
い
な
い
。
雪
・
風
で

す
ぐ
規
制
〜
規
制
に
な
る
と
す
ご
く
乱
れ

る
。
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
＝
早
目
規
制
に
対

応
で
き
る
も
の
。
そ
れ
を
見
込
ん

で
の
ダ
イ
ヤ
設
定
を
。

★
『
伯
備
線
の
事
故
』
（
一
月
二

四
日
）
、
事
故
に
対
し
て
の
要
求

を
強
く
取
り
組
ん
で
い
な
い
。
労

働
条
件
＝
安
全
問
題
。
事
故
に
つ
い
て
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
る
。
異
常
気
象
時

の
警
戒
態
勢
〜
雨
や
雪
に
つ
い
て
の
反
応

は
強
い
が
風
に
対
す
る
認
識
が
弱
い
。
大

雪
警
報
は
あ
る
が
、
暴
風
雪
警
報
は
無
い
。

★
風
規
制
＝
架
線
の
横
揺
れ
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
規
制
す
る
。
電
力
支
区

長
か
ら
電
力
指
令
そ
し
て
輸
送
指
令
へ
。

変
電
所
に
風
速
計
を
設
置
。

風
規
制
は
架
線
事
故
を
防
止
す
る
た
め

（
架
パ
ン
事
故
）
の
も
の
だ
っ
た
。
風
で

列
車
が
脱
線
・
転
覆
す
る
と
考
え
て
い
な

か
っ
た
。

★
電
力
指
令
は
一
種
〜
三
種
ま
で
警
備
基

準
が
あ
っ
た
。
風
規
制
の
考
え
方
、
架
線

事
故
防
止
の
た
め
。
風
規
制
は
、
電
力
指

令
が
要
請
し
て
い
た
。

★
運
転
士
は
規
制
が
無
い
限
り
運
転
す
る
。

雪
・
雨
・
水
に
つ
い
て
は
注
意
運
転
は
で

き
る
が
、
風
は
見
え
な
い
か
ら
運
転
士
は

状
況
が
分
か
ら
な
い
、
判
断
で
き
な
い
。

運
転
士
〜
遅
れ
の
場
合
は
三
〇
秒
で
も

一
分
で
も
回
復
さ
せ
た
い
と
考
え
る
。
規

制
緩
和
＝
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
化
へ
。
新
幹

線
＝
デ
ジ
タ
ル
Ａ
Ｔ
Ｃ
化
〜
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
。

★
天
災
で
は
あ
る
が
〜
対
策
に
つ
い
て
ど

う
だ
っ
た
の
か
。
危
険
だ
と
認
識
し
て
い

な
い
。
風
向
き
が
急
に
変
わ
っ
て
警
報
が

発
生
し
た
時
の
対
策
が
無
い
。
風
は
見
え

な
い
か
ら
判
断
で
き
な
い
。
風
規
制
〜
通

告
を
受
け
て
注
意
運
転
の
指
令
。
そ
の
後

は
風
が
お
さ
ま
る
。
難
し
い
。

（
裏
へ
続
く
）
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国
鉄
新
潟

守橋委員長あいさつ 2/18

代表者会議で守橋委員長から中央委員会の報告

がありました。安全問題について国労本部は国交

省へ、エリア本部は本社へ申し入れを行っていま

す。国労の組織を上げて取り組む構えで進めてい

く。『２・１６集会』は、2500名結集。新潟から

も11名が参加。会場は入りきれない状況。

この集会は当事者である国労闘争団・全動労争

議団・鉄建公団訴訟原告団などが実行委員会を結

成し成功させた。政治的なアピール・大きく団結

する意志結集の場になった。キャラバン行動を九

州で取り組む。『２・１６集会』の成功をどうつ

なげていくのか。＝4月に、これに上回る集会を本

部は計画をしている。①要求の一本化＝JRへの雇

用問題はあきらめない②新たな訴訟～裁判を目的

としない。裁判で決着をめざさない。時効の関係

で7月の全国大会で決断する。春闘＝1万円の要求2

月7日申し入れ・3月17日統一回答日。中央行動計

画・政治的な課題と結合して。



★
暴
風
柵
〜
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
吹

き
溜
ま
り
が
で
き
る
。
風
が
吹
い
て
か
ら

規
制
＝
脱
線
し
て
か
ら
規
制
が
か
か
っ
て

も
〜
。

★
北
越
急
行
は
風
に
対
す
る
通
告
・
注
意

が
あ
る
。
集
会
で
雪
対
策
の
意
見
が
多
い

安
全
に
対
す
る
も
の
は
本
社
で
予
算
を
つ

け
て
対
策
す
る
。
新
潟
〜
高
崎
へ
の
乗
り

入
れ
時
、
乗
務
無
線
機
の
取
扱
い
が
違
う

支
社
間
の
取
扱
が
異
な
っ
て
い
る
。
チ
ャ

ン
ネ
ル
が
違
い
連
絡
が
取
れ
な
い
時
が
あ

る
。

★
松
く
い
虫
〜
防
風
林
が
伐
採
さ
れ
て
無

い
（
羽
越
線
）
。
設
置
を
海
岸
線
に
。
地

震
に
つ
い
て
も
同
様
に
対
策
を
。
乗
務
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
早
急
に
要
求
を
。
運

転
規
制
が
運
転
台
に
表
示
で
き
る
よ
う
に
。

無
線
機
〜
ト
ン
ネ
ル
内
で
の
通
話
が
出
来

な
い
箇
所
が
あ
る
〜
調
査
を
。

★
除
雪
対
策

Ｍ
Ｒ
の
配
備
。
な
だ
れ
対

策
を
ー
雪
を
理
由
に
す
ぐ
列
車
を
止
め
る

指
令
の
指
示
の
や
り
方
は
ど
う
な
の
か
。

Ｍ
Ｒ
は
出
せ
る
準
備
が
さ
れ
て
い
る
が
、

列
車
を
出
し
て
停
ま
っ
て
し
ま
う
。
災
害

に
対
し
て
の
指
揮
命
令
系
統
は
ど
う
か
。

議
論
は
三
時
間
と
限
ら

れ
た
時
間
で
し
た
が
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
職
協
の
立
場
か
ら

専
門
的
な
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

関
川
書
記
長
か
ら
中
間

的
な
ま
と
め
を
し
ま
し
た
。

関
川
書
記
長
は
『
今
後

継
続
し
調
査
し
て
い
く
。

提
言
化
を
図
っ
て
い
く
。

新
潟
か
ら
エ
リ
ア
本
部
へ

新
潟
と
し
て
出
し
て
い
く
。
そ
し
て
①
規

制
関
係
の
問
題
点
②
安
全
に
対
す
る
設
備

投
資
③
必
要
な
要
員
配
置
に
つ
い
て
調
査

し
、
ま
と
め
て
い
く
』
と
ま
と
め
ま
し
た
。

要
求
化
し
Ｊ
Ｒ
へ
申
し
入
れ
る
。
国
交

省
へ
も
要
請
＝
安
全
に
対
す
る
設
備
投
資

に
つ
い
て
。

四
月
〜
五
月
ま
で
に
提
言
化
し
て
い
く

★
担

当
運
転
＝
田
沢
業
務
部
長

運
輸
＝
石
川
組
織
部
長

施
設
＝
野
村
闘
争
委
員

『国鉄新潟』 国鉄労働組合 新潟地方本部 新潟市幸西１丁目１番１４号 025－244－1284 2006年２月25日



『国鉄新潟』 国鉄労働組合 新潟地方本部 新潟市幸西１丁目１番１４号 025－244－1284 2006年２月25日


